


知的障がい特別支援学校用校内研修シート2　<自立活動研修講座から>

「指導すべき課題を明確化し、全教育活動を通じて適切に指導しよう！」






研修シートに取り組む前に　～自立活動の指導を行う上で押さえておきたいポイント

ポイント１　 自立活動の指導に当たっては、新学習指導要領の「個別の指導計画の作成と内容の取扱い」において示されている改訂のポイントに留意し、教職員の共通理解の下、生活上又は学習上の改善・克服を図るために指導することが重要
　　　   ア　指導目標や指導内容を設定する過程において、指導すべき課題を明確にすること
　　　 イ　発達の進んでいる側面をさらに伸ばすための指導内容を設定し、自信を持って意欲的
に取り組めるようにすること
　　　　 ウ　自己選択・自己決定する機会を設け、思考・判断・表現する力を高めることができるよ
うな指導内容を取り上げること
　　　　 エ　自立活動を学ぶことの意義について考えさせるような指導内容を取り上げること

ポイント２　 知的障がいのある児童生徒の教科別の指導においては、教科の目標を達成するために、自立活動の指導目標や内容を参考にして、配慮や手立てを行う


















研修シート2の取り組み方　～研修シートを活用するための手順～


[image: ]
① 基本的な情報を記入します。（5分）

② 児童生徒の実態を踏まえ、「目指す児童生徒の姿」を記入します。（5分）

③ 「目指す児童生徒の姿」から、「何を学ぶか」、「どのように学ぶか」、「学んだことをどう活用するか」について考え、記入します。（10分）



※交流を通して、変更や修正したいことがあれば、すぐに書き直しましょう。

④ 課題の中から、優先順位を決め、指導する内容を明確にします。また、指導内容は自立活動のどの区分と関連しているのかをチェックしましょう。（10分）

⑤ 優先順位を決めた指導内容は、学校生活のどのような機会を通じて指導するのか、他の教師と共通理解を図ることができるよう、具体的に記入します。（10分）

①




③


ここまで書くことができたら、
他の先生と交流しましょう。（10分）




②
⑤
④
指導内容や指導場面を
他の先生と交流しましょう。（10分）
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